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　コロナ禍の中で、ＪＲ東日本は２０２１年度の定期昇給について「昇給係数２」とい
う回答を行いました。定期昇給を削減したのは、国鉄時代を含めて初めてのことでした。
　定期昇給を行っても、毎年のように賃金の高い人が定年退職し、賃金の安い新入社
員が入ってくるので、会社の負担は増えません。定期昇給の削減は、労働者の生涯賃
金に大きな影響を及ぼすことになるのです。

手当の平均を２．９ヶ月とした場合

２，７００円×１２ヶ月×３２年

●夏季と年末の手当を含めればさらに影響が拡大！

２，７００円×２.９ヶ月分×２回×３２年≒５０万円

２，７００円×（2.0+2.0+2.3+2.4+2.5+2.65）

２，７００円×１２ヶ月×３年

≒３７，０００円

＝９７，２００円

≒１０３万円


